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秋田大学教育文化学部附属特別支援学校
は、毎年、秋田竿燈まつりに参加しています。
今年も「力一杯」頑張りました。
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災害時、相互支援 ～施設種別協議会等 8 団体が協定～
北秋田市に基幹的社会福祉協議会設置
～秋田県地域福祉権利擁護事業～
職場紹介リレー
シリーズ“こだわりの品”
皆様の善意
赤い羽根共同募金

特集
「生活困窮者自立支援制度・自立相談支援事業」
の実施に向けて



　

秋
田
県
内
で
は
、
湯
沢
市
が
モ
デ
ル

事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
湯
沢
市
社
会

福
祉
協
議
会
が
委
託
を
受
け
て
、
自
立

相
談
支
援
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
１
）
地
域
の
関
係
機
関
と
の

　
　
　
　
　
　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

　

本
制
度
の
理
念
と
し
て
、
生
活
困
窮

者
へ
の
相
談
支
援
を
通
じ
た
「
地
域
づ
く

り
の
構
築
」
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
地

域
の
幅
広
い
関
係
者
が
協
議
を
行
う
場

づ
く
り
、
社
会
資
源
の
開
発
や
連
携
・
協

働
事
業
の
展
開
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
対
象
者
の
把
握
や
ニ
ー
ズ

キ
ャ
ッ
チ
を
進
め
る
た
め
に
は
、
地
域

の
多
様
な
関
係
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
全
社

協
が
行
っ
た
「
モ
デ
ル
事
業
実
施
社
協

ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
よ
る
と
、
対
象
者
の

把
握
方
法
と
し
て
は
、「
地
域
の
福
祉

関
係
機
関
・
窓
口
か
ら
」
が
最
も
多
く
、

次
い
で
「
電
話
で
の
相
談
受
付
」、「
社

会
福
祉
協
議
会
内
部
の
他
部
門
の
事

業
」、「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
か
ら
」

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
の
「
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
制
度
」
の
本
格
実
施
に
向

け
て
、
厚
生
労
働
省
で
は
昨
年
度
か
ら

モ
デ
ル
事
業
を
進
め
て
お
り
、
本
年
７

月
現
在
、
全
国
２
８
０
カ
所
で
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
、
必
須
事
業
で
あ
る
自
立

相
談
支
援
事
業
の
実
施
機
関
の
内
訳

は
、
別
表
の
と
お
り
で
す
。
調
整
中
を

除
く
２
２
８
カ
所
で
み
る
と
、
社
会
福
祉

協
議
会
へ
の
委
託
が
57
・
５
％
と
最
も
割

合
が
高
く
、
次
い
で
行
政
直
営
20・
６
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

は
、
本
制
度
を
進
め
る
う
え
で
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
と
と
も
に
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
権
利
擁
護

支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
も
含
め
、
今
日

的
な
地
域
福
祉
推
進
に
お
い
て
も
重
要

な
視
点
と
な
り
ま
す
。

（
２
）
自
立
相
談
支
援
事
業
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
施
体
制
づ
く
り

　

職
員
配
置
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
人
材
を
活
か

し
、
個
別
支
援
・
地
域
支
援
の
ス
ー
パ
ー

バ
イ
ズ
が
で
き
る
職
員
を
配
置
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

国
で
は
本
年
度
の
養
成
研
修
を
７
月

か
ら
12
月
に
か
け
て
、
平
成
26
年
度
の

モ
デ
ル
事
業
に
お
け
る
主
任
相
談
支
援

員
、
相
談
支
援
員
、
就
労
支
援
員
と
し

て
配
置
さ
れ
て
い
る
者
（
今
後
、
配
置

し
よ
う
と
す
る
者
を
含
む
）
を
対
象
に

そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま
す
。

◆
主
任
相
談
支
援
員
養
成
研
修

◆
相
談
支
援
員
養
成
研
修

◆
就
労
支
援
員
養
成
研
修

モデル事業における
自立相談支援事業の実施機関

　　　　実施機関

社会福祉協議会受託

行政直営

民間団体（社会福祉法人）受託

民間団体（ＮＰＯ）受託

民間団体（その他）受託

調整中（受託先未定）

合　計

１３１

４７

１３

１５

２２

５２

２８０

（全社協地域福祉部把握／平成 26 年７月現在）

カ所数 「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
・
自
立
相
談
支
援
事
業
」の
実
施
に
向
け
て

モ
デ
ル
事
業
の
概
況

【別表】
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（
各
研
修
と
も
６
日
間
・
42
時
間
の
研
修

内
容
）

　

職
員
配
置
の
基
準
は
、
今
後
、
厚
生

労
働
省
が
モ
デ
ル
事
業
を
踏
ま
え
て
示

す
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
新
制
度
施
行

時
に
お
い
て
は
、
一
定
期
間
、
研
修
を

受
講
し
て
い
な
い
場
合
で
も
業
務
に
従

事
で
き
る
よ
う
経
過
措
置
が
講
じ
ら
れ

る
予
定
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
経
済
的
困
窮
者
の
相
談

支
援
に
あ
た
っ
て
は
、
当
座
の
緊
急
対

応
が
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
必
要
が

あ
り
、
緊
急
小
口
資
金
の
貸
付
、
食
料

や
住
ま
い
の
一
時
的
な
提
供
な
ど
の
対

応
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
３
）
町
村
部
に
お
け
る
対
応

　

本
制
度
で
は
、
福
祉
事
務
所
が
な
い

町
村
部
の
自
立
相
談
支
援
事
業
は
、
都

道
府
県
が
実
施
主
体
と
な
り
ま
す
。

　

県
直
営
方
式
の
ほ
か
、
広
域
委
託
等

の
パ
タ
ー
ン
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
秋

田
県
で
は
、
平
成
27
年
度
は
直
営
方
式

を
予
定
し
て
お
り
、
県
の
福
祉
事
務
所

４
カ
所
が
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

取
組
上
の
ポ
イ
ン
ト



②
把
握
・
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

　　　　　　

地
域
と
連
携
し
て
、
声
な
き
声
を

拾
い
上
げ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

【
取
組
例
】

・「
要
支
援
者
マ
ッ
プ
」
で
地
域
住
民

　

と
と
も
に
ニ
ー
ズ
キ
ャ
ッ
チ
（
民

　

生
児
童
委
員
、
福
祉
員
の
連
携
）

・
安
心
生
活
創
造
事
業
で
設
置
し
た

　

地
域
を
巡
回
す
る
訪
問
員
に
よ
る

　

課
題
の
把
握

・
各
地
区
に
配
置
の
Ｃ
Ｓ
Ｗ
（
コ

　

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

　

カ
ー
）
に
よ
る
個
別
支
援
及
び
地

　

域
支
援

③
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
プ
ラ
ン
作
成

　

ま
ず
は
、
対
象
者
と
の
信
頼
関
係

を
築
く
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
課
題
解

「
生
活
困
窮
者
自
立
促
進
支
援

　

モ
デ
ル
事
業
」の
取
り
組
み

湯
沢
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

湯
沢
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
平
成

25
・
26
年
度
と
継
続
し
て
湯
沢
市
か
ら

の
委
託
を
受
け
、
生
活
困
窮
者
自
立
促

進
支
援
モ
デ
ル
事
業
（
自
立
相
談
支
援

事
業
）
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　　

平
成
25
年
11
月
か
ら
職
員
５
名 (

兼

務
２
名
含
む) 

体
制
で
「
総
合
支
援
室
」

を
設
置
し
、
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

①
包
括
的
な
相
談
支
援

　

こ
れ
ま
で
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
、
障

が
い
の
対
象
に
な
ら
な
い
難
病
、
う
つ
、

統
合
失
調
症
、
介
護
疲
れ
、
虐
待
、
ひ

き
こ
も
り
・
孤
立
、
浪
費
癖
、
多
重
債

務
等
々
課
題
が
複
合
的
な
ケ
ー
ス
に
関

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

生
活
面
・
就
労
面
・
健
康
面
な
ど
、

多
様
で
複
合
化
し
た
課
題
を
抱
え
る

人
の
ニ
ー
ズ
を
受
け
止
め
、
自
ら
支

援
を
行
う
と
と
も
に
適
切
な
支
援
に

つ
な
ぐ
。

行政による手続き

法定サービス
に係る支援・
支給の手続き

地域（つなぎ先・
協働先など）

把握・アウトリーチ 電話・来所

包括的な相談受付

利用申し込み（本人同意）

アセスメント
（必要な支援は随時提供）

プラン（案）策定

プランの確定

支援サービス提供

モニタリング

プラン評価

《本人と相談支援員の協働》

終結／自立・他制度への
つなぎ等その後の確認・
フォローアップ

1

2

3

6

9

10

緊急的な支援

4

支援調整会議

7
支援決定
（法定サービス
に係る支援・
支給の手続き）

8

●本人のニーズに基づいた自立のための
　サービスや「機会」の提供
●社会資源の活用
●不足の社会資源を開発　など

11

12

13

15

※決定サービス
　がない場合は
　提出のみ

再プラン策定

他機関からの紹介

他機関へのつなぎ

5

報告・評価
（終結・
　再プラン等）

社会
資源

14

自立相談支援機関の支援の流れ

•「要支援者マップ」による地
域住民主体の見守り活動

•在宅福祉サービスからの
情報

•しあわせ総合相談

•「安心生活創造事業」訪問
員による定期的巡回

•（町内会、自治区単位）
地域委員会

•各地区民協定例会
•地域ケア会議

•小学校区サポート委員会

•関係機関担当者への
相談

↓
◆ 連 携

・市社協地域委員会
・「安心生活創造事業」
有識者会議

・地域ケア推進会議

•サービスの提供

•課題への対応

•サービスの開発・検討

•ケアマネジメントサービス
の提供

•小地域福祉活動への支援

発見システム 検討システム 対応システム

困難な
課題

一般的
な課題

•担当チーフ（ＣＳＷ）によ
る生活状況の評価
（アセスメント）

↓
• 援助計画

困難な
課題

　

本
人
と
の
話
か
ら
、
生
活
困
窮

に
陥
っ
て
い
る
状
況
を
包
括
的
に

把
握(

情
報
収
集)

し
、
対
応
す

べ
き
課
題
を
捉
え
、
背
景
や
要
因

等
を
分
析
し
、
解
決
方
法
を
見
定

め
る
。

地域内の課題発見から解決まで
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事
務
所
内
に

　
　
「
総
合
支
援
室
」
を
設
置

自
立
相
談
支
援
機
関
の

　
　
　
　
　
　

６
つ
の
機
能

決
の
た
め
の
支
援
計
画
を
策
定
す
る

た
め
、「
支
援
調
整
会
議
」
を
開
催
し

ま
す
。

〔
構
成
メ
ン
バ
ー
〕
地
域
包
括
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議
会
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、
公
共
職
業
安
定
所
、
民
生
児

童
委
員
、病
院
、福
祉
事
務
所
、弁
護
士
、

市
社
協

　

早
期
把
握
・
発
見
の
た
め
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、
必
要
に
応
じ
て
ア
ウ
ト

リ
ー
チ(

こ
ち
ら
か
ら
地
域
に
出

向
い
て)

に
よ
る
対
応
を
行
う
。



④
支
援
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

　

何
よ
り
も
、
本
人
自
ら
が
自
立
の
た

め
に
問
題
に
立
ち
向
か
う
姿
勢
と
行
動

が
不
可
欠
で
す
。
プ
ラ
ン
は
本
人
と
支

援
側
が
一
緒
に
な
っ
て
作
成
し
、
定
期

的
に
訪
問
し
て
状
況
を
確
認
し
、
必
要

が
あ
れ
ば
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

⑤
社
会
資
源
の
把
握
・
活
用
、

　　　　　　　　　　　　　　
開
発
と
つ
な
ぎ

　

ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
プ
ラ
ン
の
作
成

を
通
じ
て
、
本
人
が
自
立
に
向
け
て

主
体
的
に
行
動
で
き
る
よ
う
支
援
す

る
と
と
も
に
、
支
援
が
円
滑
に
行
わ

れ
る
よ
う
、
必
要
な
調
整
を
行
う
。

　

多
様
な
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
一
体
的

に
提
供
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
社
会

資
源
を
把
握
・
活
用
す
る
と
と
も
に
、

必
要
に
応
じ
て
他
機
関
と
の
連
携
等

に
よ
り
開
発
す
る
。

経路 件数
くらしの相談課 4
社協相談 8
社協訪問員 4
保護班 9
児童福祉班 2
社会福祉班 1
本人家族 8
民生委員 5
介護事業所 3
市議会議員 2
ボランティア 1
ネットワーク協議会 1
障害者就業・生活支援センター 2
ワークセンター 1
アパート大家 1
合計 52

　

地
域
に
お
け
る
生
活
困
窮
者
の
現

状
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民

や
関
係
機
関
に
対
し
、
生
活
困
窮
に
関

す
る
情
報
発
信
を
行
い
、
地
域
の
総
合

的
な
支
援
体
制
の
強
化
を
図
る
。

　

モ
デ
ル
事
業
の
報
告
会
、
福
祉
員
と

民
生
児
童
委
員
の
合
同
研
修
会
、
地
域

ケ
ア
会
議
等
の
場
を
活
用
し
、
地
域
と

の
情
報
交
換
を
行
い
ま
す
。

●相談経路　実績
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湯
沢
市
社
協
が
自
立
相
談
支
援
事
業

に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
背
景
に
は

次
の
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

①
複
合
的
な
課
題
を
抱
え
る
相
談
者

（
緊
急
的
な
相
談
内
容
）
の
増
加
、
②
相

談
者
の
そ
の
後
の
動
向
が
見
え
な
い
、

③
生
活
福
祉
資
金
の
償
還
率
低
下
、
④

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

等
に
よ
る
支
援
体
制
が
整
っ
て
い
る
、

⑤
法
人
後
見
事
業
な
ど
権
利
擁
護
の
実

績
が
あ
る
、
⑥
他
機
関
・
他
職
種
と
の

連
携
を
強
化
で
き
る
と
と
も
に
市
民
に

社
協
活
動
を
理
解
し
て
も
ら
う
チ
ャ
ン

ス
、
な
ど
で
す
。

な
ぜ
社
協
が
取
り
組
む
の
か

こ
の
事
業
の
真
の
目
的
は

取
組
上
の
課
題
や

　
　
　
　
　

苦
慮
し
て
い
る
点

　
「
生
活
が
苦
し
く
、
精
神
的
に
も
肉

体
的
に
も
追
い
込
ま
れ
て
い
る
人
た
ち

が
、
抱
え
て
い
た
悩
み
を
吐
露
し
、
多

く
の
課
題
に
相
談
員
と
と
も
に
向
き
合

う
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
前
向
き
な
気
持

ち
が
生
じ
て
き
ま
す
」
と
言
う
よ
う
に
、

湯
沢
市
社
協
で
は
、
あ
く
ま
で
も
本
人

が
主
体
と
な
り
、
自
立
の
た
め
の
プ
ラ

ン
を
一
緒
に
作
成
し
、
相
談
員
は
斜
め

後
ろ
か
ら
支
え
る
ス
タ
ン
ス
で
関
わ
る

こ
と
が
「
伴
走
型
の
支
援
」
と
捉
え
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
相
談
員
に
よ
る
諦
め
な
い

粘
り
強
い
支
援
と
、
多
く
の
関
わ
り
の

中
か
ら
本
人
の
強
み
を
引
き
出
し
、
そ

の
強
み
を
生
か
し
た
支
援
を
展
開
す
る

こ
と
で
「
人
と
し
て
の
自
信
と
誇
り
を

取
り
戻
す
」（
尊
厳
の
保
持
）
こ
れ
こ
そ

が
究
極
の
目
標
と
考
え
て
い
ま
す
。

　　

生
活
困
窮
者
の
問
題
は
、
地
域
福
祉

を
進
め
て
い
く
う
え
で
す
べ
て
の
課
題

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

湯
沢
市
社
協
の
取
り
組
み
を
参
考

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
新
法
に
対
応

し
た
考
え
方
や
方
向
性
を
自
治
体
と
共

有
し
て
い
く
こ
と
が
、
地
域
福
祉
を
推

進
す
る
社
協
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

◇
緊
急
的
な
支
援
を
求
め
る
ケ
ー
ス
が

　

多
く
、
プ
ラ
ン
作
成
前
に
対
応
し
な

　

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◇
制
度
で
対
応
で
き
な
い
支
援
の
た

　

め
、
関
係
機
関
の
理
解
を
得
る
の
に

　

時
間
を
要
す
る
。

◇
こ
れ
ま
で
の
生
活
歴
か
ら
借
金
に
対

　

す
る
危
機
感
が
薄
く
、
丁
寧
に
説
明

　

し
て
も
理
解
が
得
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス

　

も
あ
る
。

◇
支
援
対
象
者
に
約
束
を
破
ら
れ
る
こ

　

と
も
多
々
あ
り
、
若
い
相
談
員
へ
の

　

精
神
的
な
ケ
ア(

フ
ォ
ロ
ー)

も
必
要
。

支援調整会議の様子

　

就
労
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
等
と
連
携
を
と
り
、
障
が
い
者

の
就
労
支
援
施
設
で
の
作
業
や
農
業
法

人
で
の
作
業
な
ど
に
結
び
つ
け
、
一
般

就
労
に
移
行
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

⑥
対
象
者
の
情
報
蓄
積
と

　
　
　
　
　
　
　

地
域
へ
の
情
報
発
信



　

小
坂
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
国

の
モ
デ
ル
事
業
と
は
別
に
、全
社
協
「
福

祉
ビ
ジ
ョ
ン
実
践
推
進
事
業
」
の
指
定

を
受
け
、
平
成
25
年
８
月
か
ら
「
生
活

困
窮
者
等
の
社
会
参
加
及
び
就
労
支
援

等
モ
デ
ル
事
業
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

①
経
済
的
・
社
会
的
困
窮
者
に
関
す
る

　

実
態
調
査
及
び
相
談
の
実
施

　

各
民
生
児
童
委
員
が
把
握
し
て
い
る

範
囲
で
情
報
提
供
を
求
め
た
と
こ
ろ
、

引
き
こ
も
り
と
未
就
労
者
合
わ
せ
て
25

名
の
存
在
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
社
協
の
Ｃ
Ｓ
Ｗ
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）
が
自
宅
訪
問

し
、
本
人
や
家
族
に
接
し
な
が
ら
、
就

労
体
験
な
ど
の
案
内
の
ほ
か
、
ケ
ー
ス

に
よ
っ
て
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
同

行
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

②
行
政
、
関
係
機
関
・
団
体
、
社
会
福

　

祉
法
人
、
企
業
等
と
の
情
報
・
意
見

　

交
換
の
機
会
を
設
け
る
な
ど
、
事
業

　

実
施
へ
の
理
解
と
連
携
を
図
る

　
「
生
活
困
窮
者
等
自
立
支
援
推
進

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
を
開
催
し
、ケ
ー

「
社
会
福
祉
施
設
経
営
法
人
と

連
携
し
た
生
活
困
窮
者
等
へ

の
支
援
事
業
」
の
取
り
組
み

小
坂
町
社
会
福
祉
協
議
会

ス
検
討
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

③
社
会
参
加
や
中
間
的
就
労
及
び
就
労

　

の
相
談
・
紹
介

④
社
会
参
加
や
就
労
体
験
な
ど
の
中
間

　

的
就
労
機
会
創
出
の
推
進

⑤
社
会
参
加
や
中
間
的
就
労
の
実
践

　

社
協
か
ら
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
、

昨
年
８
月
か
ら
１
年
間
で
、
社
会
福
祉

施
設
で
の
農
作
業
の
ほ
か
、
除
雪
・
清

掃
作
業
、
さ
ら
に
社
協
及
び
個
人
農
家

で
の
就
労
体
験
に
延
べ
２
３
８
名
が
参

加
し
て
い
ま
す
。

生活困窮者等への支援に関する情報交換・意見交換、連携強化

社会福祉協議会 民生児童委員協議会

福祉事務所 教育委員会地方自治体

社会福祉法人 ＮＰＯ法人

商工業関係 企業 ボランティア団体 その他関係機関・団体

生活困窮者等自立支援推進ネットワーク会議実態調査

社会福祉協議会

民生児童委員協議会

相談

社会参加や就労体験、就労の相談・紹介

社会参加や就労体験の実践 社会福祉協議会

社会参加や就労体験、就労機会の創出の推進

困難ケース

ハローワーク

社会参加、就労体験、就労 受け入れ先
就労以外の支援

（他機関へのつなぎなど）

生活困窮者等自立支援推進事業イメージ

○
情
報
伝
達
の
仕
組
み

　

当
事
者
側
か
ら
声
を
あ
げ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
、
社
協
事
業
の
Ｐ
Ｒ
と
地
域

で
身
近
な
存
在
で
あ
る
民
生
児
童
委
員

と
の
連
携
強
化
が
重
要
で
す
。

○
引
き
こ
も
り
の
実
態

　

面
会
が
難
し
い
ケ
ー
ス
は
家
族
が
悩

ん
で
い
る
こ
と
が
多
く
、
ま
ず
は
家
族

と
つ
な
が
る
こ
と
が
次
の
ス
テ
ッ
プ
に

な
り
ま
す
。
病
気
や
障
が
い
等
が
考
え

ら
れ
る
場
合
、
専
門
機
関
と
の
連
携
が

必
要
で
、
支
援
は
長
期
化
し
ま
す
。
ま

た
、
過
去
に
不
登
校
だ
っ
た
方
が
多
い

こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

○
社
協
職
員
が
自
分
の
目
で
確
か
め
る
こ

　

と
の
効
果

　

就
労
体
験
の
現
場
で
は
、
本
人
も
気

付
い
て
い
な
い
「
強
み
」
を
発
見
す
る

場
面
が
あ
り
、
次
の
支
援
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

○
社
会
福
祉
施
設
経
営
法
人
と
の
連
携
か

　

ら
多
く
の
可
能
性
が

　

社
協
単
独
で
は
で
き
な
い
こ
と
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
で
き
る
こ
と
を
つ

な
ぎ
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
強
固
な
支
援

体
制
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　　

小
坂
町
社
協
に
と
っ
て
「
就
労
」
は
、

生
活
困
窮
者
等
支
援
の
通
過
点
と
考
え

て
い
ま
す
。

・「
人
と
の
つ
な
が
り
」
を
地
域
の
力
を
借

　

り
て
地
域
に
創
っ
て
い
く
。

・
生
き
辛
さ
を
抱
え
て
い
る
人
た
ち
を
「
支

　
え
よ
う
と
す
る
地
域
」
を
創
っ
て
い
く
。

・
そ
の
た
め
に
、社
協
は
住
民
を
は
じ
め
様
々

　
な
関
係
者
と
つ
な
が
り
を
創
っ
て
い
く
。

　

こ
う
し
た
考
え
の
も
と
で
、
年
間
を

と
お
し
て
継
続
的
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の

開
発
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　　
「
地
域
貢
献
」
が
求
め
ら
れ
る
社
会
福

祉
施
設
経
営
法
人
と
「
相
談
支
援
の
出

口
」
を
模
索
す
る
社
会
福
祉
協
議
会
の

連
携
実
践
モ
デ
ル
と
し
て
、
今
後
の
展

開
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

モモデデルル期期間間中中実実績績（（平平成成2255年年８８月月～～2266年年７７月月））

＜社会参加＞　

場所 内容

毛馬内 ブルーベリー収穫 2 名

猿ケ野 椎茸菌床並べ、椎茸収穫 4 名

名1掃清園公り通館楽康

計① 7 名
＜就労体験①＞　

場所 内容

名16雪除るはこ

名39除掃

事務補助（広報折込） 5 名

名2雪除

名21り取草

名5物み編

計② 178 名
＜就労体験②＞　

場所 内容

個人宅 除雪 5 名

だんらん 家事援助学習会 2 名

家事援助 6 名

草取り 1 名

計③ 14 名
＜就労体験③＞　

場所 内容

花輪ふくし会 ケアホーム等掃除 10 名

アカシアまつり会場 イベントスタッフ 4 名

個人農家 草刈り 25 名

計④ 39 名

合計（①+②+③+④） 238 名 実人数　11名（男性５・女性６）

延人数

延人数

延人数

だんらん

延人数

個人宅

花輪ふくし会の日中活動に参加

活動内容や個人の就労状況によっての対価を得ながら、小坂町
社協が実施する地域福祉サービス事業で労働体験

活動内容や個人の就労状況によっての対価を得ながら、
農家や一般企業などで労働体験

活動内容や個人の就労状況によっての対価を得ながら、
小坂町社協の施設内で労働体験
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具
体
的
な
内
容
・
流
れ　

実
践
を
通
じ
て
見
え
た
も
の

目
指
す
は
地
域
づ
く
り



　

７
月
３
日
（
木
）
秋
田
県
社
会
福
祉

会
館
に
お
い
て
、「
社
会
福
祉
施
設
災
害

時
相
互
応
援
協
定
」
の
調
印
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
調
印
式
に
は
、
秋
田
県
社
会
福

祉
法
人
経
営
者
協
議
会
、
秋
田
県
保
育

協
議
会
、
秋
田
県
老
人
福
祉
施
設
協
議

会
、
秋
田
県
障
害
福
祉
協
議
会
、
秋
田

県
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
協
議
会
、
秋
田

県
母
子
福
祉
協
議
会
、
秋
田
県
児
童
福

祉
協
議
会
、
社
会
福
祉
法
人
秋
田
県
社

会
福
祉
協
議
会（
以
下「
本
会
」と
い
う
。）

の
８
団
体
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
平
成
24
年
度
に
設
置

さ
れ
た
「
社
会
福
祉
施
設
に
お
け
る
災

害
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
あ
り
方
検
討
委

員
会
」
の
報
告
を
受
け
、
秋
田
県
内
で

災
害
が
発
生
し
、
社
会
福
祉
施
設
に
被

害
が
あ
っ
た
場
合
、
各
施
設
の
種
別
の

枠
を
超
え
て
、
人
材
派
遣
や
備
蓄
備
品

の
提
供
等
を
協
力
し
合
う
と
と
も
に
、

さ
ら
に
本
会
が
、
災
害
発
生
時
の
初
動

対
応
と
情
報
収
集
及
び
支
援
体
制
を
構

築
す
る
際
の
中
心
的
役
割
を
担
う
こ
と

を
確
認
す
る
も
の
で
す
。

　

調
印
式
で
は
、
本
会
か
ら
こ
れ
ま
で

の
検
討
経
緯
を
報
告
し
た
後
、
国
が
示

し
た
「
災
害
広
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

構
想
の
中
核
団
体
と
し
て
本
会
を
推
薦

し
た
秋
田
県
福
祉
政
策
課
か
ら
、
災
害

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
と
、
災
害

発
生
時
の
機
能
発
揮
に
対
す
る
大
き
な

期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

調
印
に
臨
む
各
団
体
は
、
同
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
期
待
の
大
き

さ
に
応
え
る
た
め
、
災
害
発
生
時
の
被

災
者
支
援
の
備
え
に
、
連
携
し
て
取
り

組
む
決
意
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
と
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
各
施
設
種
別
協
議

会
と
の
災
害
協
定
を
行
っ
て
い
る
県

は
、
今
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、

全
国
初
で
は
な
い
か
と
い
う
コ
メ
ン
ト

で
し
た
。

　

な
お
、
国
で
示
し
た
「
災
害
広
域
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
構
想
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
は
、
本
県
を
含
め
16
県
で
す

が
、
各
県
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
岩
手
県

に
お
い
て
は
、
県
外
で
災
害
が
あ
っ
た

場
合
を
想
定
し
、
あ
ら
か
じ
め
岩
手
県

内
の
施
設
職
員
や
一
般
市
民
を
災
害
派

遣
チ
ー
ム
と
し
て
登
録
し
、
災
害
に
備

え
て
学
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
県
で
は
、
県
内
に
お
け
る
災
害
時

の
社
会
福
祉
施
設
の
体
制
を
固
め
、
不

測
の
事
態
に
備
え
る
こ
と
を
優
先
さ
せ

ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
の
協
定
を
き
っ

か
け
に
次
に
つ
な
が
る
体
制
の
構
築
に

向
け
て
協
議
を
重
ね
、
公
益
性
の
高
い

社
会
福
祉
法
人
、
社
会
福
祉
施
設
の
さ

ら
な
る
社
会
貢
献
・
地
域
貢
献
活
動
の

発
揮
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

８団体代表者による協定書への署名捺印

社会福祉施設災害時相互応援協定書

調印後の集合写真

社会福祉あきた  No.331

6

災
害
時
、相
互
支
援
！

災
害
時
、相
互
支
援
！

〜
施
設
種
別
協
議
会
等
８
団
体
が
協
定
〜



　

平
成
11
年
10
月
、
認
知
症
や
知
的
障

害
、
精
神
障
害
な
ど
に
よ
り
判
断
能
力

が
低
下
し
た
方
々
に
対
し
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
援
助
や
日
常
的
な
金
銭
管

理
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
全
国

で
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
県
に
お
い
て
も
、
秋
田
県
社
会
福

祉
協
議
会
が
実
施
主
体
と
な
り
、
窓
口

と
な
る
「
基
幹
的
社
会
福
祉
協
議
会
（
以

下
、
基
幹
的
社
協
）」
を
県
内
の
複
数
の

市
に
設
置
し
て
一
部
業
務
を
委
託
し
つ

つ
、
事
業
の
実
務
を
担
当
す
る
「
専
門

員
」
を
そ
れ
ぞ
れ
に
配
置
し
、
本
事
業

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
15
年
が
経
過
し
よ
う
と
し

て
い
る
現
在
、
全
国
的
に
高
齢
化
の
進

行
や
障
害
者
の
地
域
生
活
移
行
な
ど
の

社
会
状
況
の
変
化
に
伴
い
、
利
用
者
数

は
年
々
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お

り
、
本
県
に
お
い
て
も
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
（
グ
ラ
フ
参
照
）。
そ
う
し
た
な

か
で
、
増
大
を
続
け
る
ニ
ー
ズ
に
適
切

に
対
応
す
べ
く
、
専
門
員
の
増
員
や
基

幹
的
社
協
の
増
設
な
ど
、
拡
充
を
図
っ

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

基
幹
的
社
協
は
、
平
成
25
年
度
末
時

点
で
県
内
に
６
ヵ
所
設
置
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
26
年
４
月
か
ら
新
た
に

北
秋
田
市
、
北
秋
田
郡
に
お
け
る
本
事

業
の
窓
口
と
し
て
北
秋
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
が
基
幹
的
社
協
と
な
り
、
７
ヵ

所
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
北
秋
田
市
及
び
北
秋
田

郡
は
、
大
館
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
基

幹
的
社
協
と
し
て
窓
口
を
担
っ
て
い
ま

し
た
が
、
担
当
区
域
が
広
大
で
あ
る
こ

と
や
、
専
門
員
一
人
当
た
り
の
標
準
担

当
件
数
で
あ
る
35
件
を
大
幅
に
超
過
し

て
い
る
状
況
か
ら
、
利
用
を
希
望
さ
れ

る
方
が
い
て
も
、
解
約
者
が
で
る
ま
で

利
用
を
待
機
い
た
だ
か
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
り
、
他
の
支
援
を
考
え
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
り
と
い
う
状
況
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
北
秋
田
市
に
基
幹
的
社

協
が
増
設
さ
れ
、
専
門
員
が
新
た
に
配

置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
従
来
の
専
門

員
の
負
担
軽
減
と
、
大
館
市
・
北
秋
田

市
及
び
北
秋
田
郡
に
お
け
る
待
機
者
の

解
消
や
新
た
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
県
内
の
他
の
地
区
に
お
い

て
は
、
配
置
さ
れ
て
い
る
専
門
員
の
担

当
件
数
が
限
界
に
達
し
て
い
る
状
況
が

依
然
と
し
て
あ
り
、
今
後
、
さ
ら
な
る

ニ
ー
ズ
の
増
大
が
見
込
ま
れ
る
な
か
に

あ
っ
て
は
、
事
業
の
抜
本
的
な
見
直
し

を
含
め
た
検
討
が
必
要
な
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
契
約
能
力
が
全
く
な
い
方
を

支
援
す
る
た
め
に
は
不
可
欠
な
「
成
年

後
見
制
度
」
の
利
用
支
援
や
申
立
て
に

関
す
る
市
町
村
行
政
と
の
協
働
、
身
寄

り
の
な
い
方
の
後
見
を
法
人
と
し
て
担

う
「
法
人
後
見
」
へ
の
積
極
的
な
取
り

組
み
、
さ
ら
に
次
年
度
か
ら
本
格
的
に

始
ま
る
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
等

と
の
事
業
連
携
な
ど
、
検
討
す
べ
き
課

題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
な
か
、
長
期
に
わ
た
っ
て

地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
に
取
り
組
ん

で
き
た
実
績
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
つ

つ
、
地
域
に
お
け
る
新
た
な
権
利
擁
護

体
制
の
構
築
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
、
本
会
に
求
め
ら
れ
る
社
会

的
使
命
と
捉
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
取

り
組
み
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご

支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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【実利用者数】

グラフ　 秋田県地域福祉権利擁護事業利用状況の推移

社　協　名

鹿角市社会福祉協議会

大館市社会福祉協議会

北秋田市社会福祉協議会

能代市社会福祉協議会

秋田市社会福祉協議会

大仙市社会福祉協議会

横手市社会福祉協議会

　　　　担当地区

鹿角市・鹿角郡

大館市

北秋田市・北秋田郡

能代市・山本郡

秋田市・南秋田郡・潟上市・
男鹿市・由利本荘市・にかほ市

大仙市・仙北市・仙北郡

横手市・湯沢市・雄勝郡

電話番号

0186-22-1956

0186-49-2585

0186-69-8025

0185-52-6553

018-862-0102

0187-63-0277

0182-36-5377

基幹的社会福祉協議会一覧

大
館
市
・
北
秋
田
市
・
北
秋
田
郡
に
お
け
る
待
機
者
の
解
消
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
秋
田
市
に
基
幹
的
社
会
福
祉
協
議
会
設
置
！

―

秋
田
県
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
（
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
）
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当
施
設
に
今
年
度
転
任
し
た
ば
か
り
の
私

は
、「
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
ど
ん
な
仕
事
を
し

て
い
る
の
？
」
と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
そ
ん

な
質
問
に
答
え
る
べ
く
、
Ａ
支
援
員
の
あ
る

１
日
に
つ
い
て
お
伝
え
し
な
が
ら
、
当
施
設

の
こ
と
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

秋
田
商
業
高
校
の
前
を
通
り
、
秋
田
市
新

屋
下
川
原
町
の
通
称
『
福
祉
団
地
』
の
中
に

入
り
、
一
番
奥
に
見
え
る
の
が
秋
田
県
身
体

障
害
者
更
生
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
す
。
多
機
能

型
と
し
て
、
自
立
（
機
能
訓
練
）
事
業
・
生

活
介
護
事
業
、
施
設
入
所
支
援
事
業
、
短
期

入
所
事
業
・
日
中
一
時
支
援
事
業
お
よ
び
相

談
支
援
事
業
所
に
よ
る
相
談
支
援
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
利
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、

病
気
や
怪
我
等
で
身
体
が
不
自
由
な
方
、
記

憶
面
や
言
語
面
に
障
害
を
お
持
ち
の
高
次
脳

機
能
障
害
の
方
等
で
す
。
18
歳
か
ら
60
歳
代

の
方
ま
で
が
利
用
さ
れ
、
通
所
も
受
け
入
れ
、

送
迎
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

Ａ
支
援
員
の
本
日
午
前
中
の
業
務
は
、「
パ

ソ
コ
ン
訓
練
」
と
「
集
団
Ｏ
Ｔ
」
の
支
援
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
訓
練
室
に
は
８
台
の
パ
ソ
コ
ン
が

あ
り
、
個
々
の
能
力
に
応
じ
た
訓
練
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
集
団
Ｏ
Ｔ
は
、
作
業
療
法
士

か
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
利
き
手
交

換
や
両
手
動
作
の
練
習
、
個
々
の
状
態
に
合

わ
せ
た
言
葉
の
練
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

他
の
訓
練
室
で
は
「
Ｏ
Ｔ
訓
練
」、「
Ｐ
Ｔ

訓
練
」、「
運
動
訓
練
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

午
後
か
ら
は
、「
個
別
活
動
」
の
支
援
で

す
。
個
別
活
動
は
、
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
、
運

針
、
学
習
プ
リ
ン
ト
等
、
利
用
者
の
皆
様
各
々

が
自
分
で
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
な
が
る
内
容
を
選

択
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
隣
の
部
屋

で
は
「
グ
ル
ー
プ
活
動
」
が
行
わ
れ
て
お
り
、

職
員
が
毎
回
テ
ー
マ
を
決
め
、
利
用
者
の
皆

様
が
自
主
的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
玉

サ
ッ
カ
ー
等
の
運
動
的
活
動
や
メ
ロ
デ
ィ
ベ

ル
等
の
音
楽
的
活
動
、
立
体
絵
画
等
の
創
作

的
活
動
等
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

公
共
交
通
機
関
利
用
に
向
け
た
支
援
、
自

動
車
免
許
更
新
に
関
わ
る
相
談
や
支
援
等
、

「
社
会
生
活
力
向
上
訓
練
」
も
行
っ
て
お
り
、

ま
た
、
日
常
生
活
に
お
け
る
基
本
的
動
作
の

獲
得
の
た
め
に
「
日
常
生
活
訓
練
」
も
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

心
身
の
状
況
に
応
じ
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
な
が
ら
、
自

立
や
回
復
を
目
指
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く

の
が
私
た
ち
の
仕
事
で
す
。

パソコン訓練の様子。
当施設でパソコン検定も実施しています。

　
　

支
援
課
主
査　

工　

藤　

 
摂　

子

『
自
立
や
回
復
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
』
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「
玉
の
池
ワ
ー
ク
ハ
ウ
ス
」（
佐
藤
博
樹
施
設
長
）
は
、
知
的
障
害
者
通

所
授
産
施
設
と
し
て
、
社
会
福
祉
法
人
男
鹿
更
生
会
が
平
成
4
年
4
月
に

開
設
し
ま
し
た
。
同
法
人
は
、「
玉
の
池
ワ
ー
ク
ハ
ウ
ス
」
の
ほ
か
、
障
害

者
支
援
施
設
１
ヵ
所
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
１
ヵ
所
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
6
ヵ
所
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
36
名
の
利
用
者
が
一
人
ひ
と
り
の
適
性
に
合
っ
た
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

「
玉
の
池
ワ
ー
ク
ハ
ウ
ス
」
で
は
、

パ
ン
や
む
ぎ
巻（
秋
田
の
郷
土
菓
子
で
、

小
麦
粉
を
使
用
し
、 

厚
焼
き
卵
の
よ
う

な
作
り
方
と
、
も
ち
も
ち
と
し
た
食
感

が
特
徴
）
の
製
造
・
販
売
、
比
内
地
鶏

の
飼
育
・
販
売
、
空
き
缶
リ
サ
イ
ク
ル

作
業
、
ポ
リ
ネ
ッ
ト
作
り
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。

特
に
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
パ

ン
の
製
造
・
販
売
で
す
。
専
門
家
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
、
担
当
す
る
利
用
者

４
名
と
職
員
２
名
が
一
緒
に
練
習
を
重

ね
、平
成
22
年
に
事
業
開
始
し
ま
し
た
。

一
番
人
気
の「
ラ
イ
麦
チ
ー
ズ
パ
ン
」

（
１
個
１
５
０
円
）
を
始
め
、
油
で
揚

げ
ず
に
焼
き
上
げ
た「
焼
カ
レ
ー
パ
ン
」

（
１
個
１
２
０
円
）
な
ど
、
約
20
種
類
の

パ
ン
を
多
い
時
に
は
１
日
３
０
０
個
以

上
作
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
最
近
は
、

噛
む
ほ
ど
に
ご
飯
と
同
じ
よ
う
な
自
然

の
甘
み
が
広
が
る
、
秋
田
県
産
の
米
粉

を
使
用
し
た
「
米
粉
パ
ン
」（
５
個
入
り

２
２
０
円
）
が
評
判
と
な
っ
て
い
ま
す
。

同
施
設
の
パ
ン
は
、
手
作
り
の
た
め
大

量
生
産
が
難
し
く
、
ス
ー
パ
ー
等
で
の

店
頭
販
売
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

地
元
の
行
事
や
男
鹿
市
内
の
社
会
福
祉

施
設
で
販
売
し
て
い
る
ほ
か
、
秋
田
市

内
の
社
会
福
祉
施
設
で
朝
食
・
昼
食
用

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
パ
ン
の
製
造
・
販
売
と
同
時

期
に
開
始
し
た
「
む
ぎ
巻
」
は
、
地
元

の
ス
ー
パ
ー
で
も
販
売
し
て
お
り
、
プ

レ
ー
ン
・
抹
茶
・
胡
麻
・
コ
ー
ヒ
ー
・

黒
糖
な
ど
豊
富
な
種
類
と
手
頃
な
価
格

（
１
本
２
２
０
円
〜
、
４
カ
ッ
ト
入
り

１
２
０
円
〜
）
に
よ
り
地
域
の
方
の
人

気
を
集
め
て
い
ま
す
。

◇　
　

◇　
　

◇

春
に
は
地
域
の
祭
り
に
参
加
し
、
大

晦
日
に
は
、“な
ま
は
げ
”に
扮
し
た
利
用

者
が
地
元
の
“な
ま
は
げ
”と
一
緒
に
地

小
麦
粉
を
使
用
し
、

が
特
徴
）
の
製
造
・
販
売
、
比
内
地
鶏

作
業
、
ポ
リ
ネ
ッ
ト
作
り
等
を
行
っ
て

導
を
受
け
な
が
ら
、
担
当
す
る
利
用
者

げ
ず
に
焼
き
上
げ
た「
焼
カ
レ
ー
パ
ン
」

焼き上がったパンの袋詰め作業

優
し
い
味
わ
い
の
む

ぎ
巻
。
プ
レ
ー
ン
と

黒
糖(

く
る
み
入
り)

。

手
前
が
一
番
人
気
の

ラ
イ
麦
チ
ー
ズ
パ
ン
。

後
ろ
は
米
粉
パ
ン
。

「
私
た
ち
が
パ
ン
を
作
っ
て
い
ま
す
」

商品に関するお問い合わせ

社会福祉法人　男鹿更生会
障害福祉サービス事業所

「玉の池ワークハウス」

　今回は、「手作りパン」や秋田の郷土菓子「むぎ巻」を製造・販売している男鹿
市の障害福祉サービス事業所「玉の池ワークハウス」をご紹介します。

～本会会員である障害者施設等の製品や販売活動をシリーズでご紹介～

区
を
回
る
な
ど
地
域
と
の
交
流
を
大
切

に
し
て
い
る
「
玉
の
池
ワ
ー
ク
ハ
ウ
ス
」。

佐
藤
施
設
長
は
、「
い
ず
れ
は
パ
ン
や
む

ぎ
巻
を
販
売
す
る
店
を
開
き
、
よ
り
多

く
の
地
域
の
方
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」

と
目
標
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

男鹿市男鹿中滝川字寒風山横通116
TEL  0185-24-5102
FAX 0185-24-5286
w.tamanoike@ec7.technowave.ne.jp
E-mail
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秋
田
県
身
体
障
害
者
更
生
訓
練
セ
ン
タ
ー

（
福
）秋
田
県
社
会
福
祉
事
業
団
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「
玉
の
池
ワ
ー
ク
ハ
ウ
ス
」（
佐
藤
博
樹
施
設
長
）
は
、
知
的
障
害
者
通

所
授
産
施
設
と
し
て
、
社
会
福
祉
法
人
男
鹿
更
生
会
が
平
成
4
年
4
月
に

開
設
し
ま
し
た
。
同
法
人
は
、「
玉
の
池
ワ
ー
ク
ハ
ウ
ス
」
の
ほ
か
、
障
害

者
支
援
施
設
１
ヵ
所
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
１
ヵ
所
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
6
ヵ
所
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
36
名
の
利
用
者
が
一
人
ひ
と
り
の
適
性
に
合
っ
た
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

「
玉
の
池
ワ
ー
ク
ハ
ウ
ス
」
で
は
、

パ
ン
や
む
ぎ
巻（
秋
田
の
郷
土
菓
子
で
、

小
麦
粉
を
使
用
し
、 

厚
焼
き
卵
の
よ
う

な
作
り
方
と
、
も
ち
も
ち
と
し
た
食
感

が
特
徴
）
の
製
造
・
販
売
、
比
内
地
鶏

の
飼
育
・
販
売
、
空
き
缶
リ
サ
イ
ク
ル

作
業
、
ポ
リ
ネ
ッ
ト
作
り
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。

特
に
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
パ

ン
の
製
造
・
販
売
で
す
。
専
門
家
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
、
担
当
す
る
利
用
者

４
名
と
職
員
２
名
が
一
緒
に
練
習
を
重

ね
、平
成
22
年
に
事
業
開
始
し
ま
し
た
。

一
番
人
気
の「
ラ
イ
麦
チ
ー
ズ
パ
ン
」

（
１
個
１
５
０
円
）
を
始
め
、
油
で
揚

げ
ず
に
焼
き
上
げ
た「
焼
カ
レ
ー
パ
ン
」

（
１
個
１
２
０
円
）
な
ど
、
約
20
種
類
の

パ
ン
を
多
い
時
に
は
１
日
３
０
０
個
以

上
作
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
最
近
は
、

噛
む
ほ
ど
に
ご
飯
と
同
じ
よ
う
な
自
然

の
甘
み
が
広
が
る
、
秋
田
県
産
の
米
粉

を
使
用
し
た
「
米
粉
パ
ン
」（
５
個
入
り

２
２
０
円
）
が
評
判
と
な
っ
て
い
ま
す
。

同
施
設
の
パ
ン
は
、
手
作
り
の
た
め
大

量
生
産
が
難
し
く
、
ス
ー
パ
ー
等
で
の

店
頭
販
売
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

地
元
の
行
事
や
男
鹿
市
内
の
社
会
福
祉

施
設
で
販
売
し
て
い
る
ほ
か
、
秋
田
市

内
の
社
会
福
祉
施
設
で
朝
食
・
昼
食
用

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
パ
ン
の
製
造
・
販
売
と
同
時

期
に
開
始
し
た
「
む
ぎ
巻
」
は
、
地
元

の
ス
ー
パ
ー
で
も
販
売
し
て
お
り
、
プ

レ
ー
ン
・
抹
茶
・
胡
麻
・
コ
ー
ヒ
ー
・

黒
糖
な
ど
豊
富
な
種
類
と
手
頃
な
価
格

（
１
本
２
２
０
円
〜
、
４
カ
ッ
ト
入
り

１
２
０
円
〜
）
に
よ
り
地
域
の
方
の
人

気
を
集
め
て
い
ま
す
。

◇　
　

◇　
　

◇

春
に
は
地
域
の
祭
り
に
参
加
し
、
大

晦
日
に
は
、“な
ま
は
げ
”に
扮
し
た
利
用

者
が
地
元
の
“な
ま
は
げ
”と
一
緒
に
地

小
麦
粉
を
使
用
し
、

が
特
徴
）
の
製
造
・
販
売
、
比
内
地
鶏

作
業
、
ポ
リ
ネ
ッ
ト
作
り
等
を
行
っ
て

導
を
受
け
な
が
ら
、
担
当
す
る
利
用
者

げ
ず
に
焼
き
上
げ
た「
焼
カ
レ
ー
パ
ン
」

焼き上がったパンの袋詰め作業

優
し
い
味
わ
い
の
む

ぎ
巻
。
プ
レ
ー
ン
と

黒
糖(

く
る
み
入
り)

。

手
前
が
一
番
人
気
の

ラ
イ
麦
チ
ー
ズ
パ
ン
。

後
ろ
は
米
粉
パ
ン
。

「
私
た
ち
が
パ
ン
を
作
っ
て
い
ま
す
」

商品に関するお問い合わせ

社会福祉法人　男鹿更生会
障害福祉サービス事業所

「玉の池ワークハウス」

　今回は、「手作りパン」や秋田の郷土菓子「むぎ巻」を製造・販売している男鹿
市の障害福祉サービス事業所「玉の池ワークハウス」をご紹介します。

～本会会員である障害者施設等の製品や販売活動をシリーズでご紹介～

区
を
回
る
な
ど
地
域
と
の
交
流
を
大
切

に
し
て
い
る
「
玉
の
池
ワ
ー
ク
ハ
ウ
ス
」。

佐
藤
施
設
長
は
、「
い
ず
れ
は
パ
ン
や
む

ぎ
巻
を
販
売
す
る
店
を
開
き
、
よ
り
多

く
の
地
域
の
方
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」

と
目
標
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

男鹿市男鹿中滝川字寒風山横通116
TEL  0185-24-5102
FAX 0185-24-5286
w.tamanoike@ec7.technowave.ne.jp
E-mail

社会福祉あきた  No.331

9



社会福祉あきた  No.331

10

【
平
成
26
年
６
月
～
７
月
末
日
現
在
】

◎
一
般
金
銭
預
託
◎

・
富
国
生
命
保
険
相
互
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
支
社　

様

１
４
９
，
４
１
９
円

・
秋
田
菱
友
会　

様
１
０
０
，
０
０
０
円

・
秋
田
県
ヤ
ク
ル
ト
連
合
会　

様　

４
０
０
，
０
０
０
円

◎
善
意
銀
行
金
銭
預
託
◎

・
ア
ク
サ
生
命
保
険
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
支
社　

様

２
８
，
１
４
８
円

・
秋
田
県
大
衆
音
楽
協
会　

様

１
０
，
０
０
０
円

・
そ
ご
う
・
西
武
労
働
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
支
部　

様

７
，
９
９
０
円

◎
災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
金
銭
預
託
◎

・
秋
田
県
軽
自
動
車
協
会　

様

３
１
，
９
５
０
円

◎
災
害
遺
児
愛
護
基
金
給
付
金
◎

※
災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
と
は
、交
通
・

労
働
・
自
然
災
害
に
よ
り
、
父
あ
る
い
は

母
が
死
亡
、
ま
た
は
重
い
障
害
を
も
っ
た

場
合
に
、
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
の
支

援
を
目
的
と
し
て
給
付
金
を
支
給
す
る
事

業
で
す
。

災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
関
係

　

県
民
の
皆
様
、
各
企
業
・
各
種
団

体
様
か
ら
の
社
会
福
祉
へ
の
ご
寄
附

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◎
使
途
・
希
望
に
つ
い
て
◎

　

主
に
地
域
に
お
け
る
社
会
福
祉
活
動

や
障
害
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
活
動

な
ど
社
会
福
祉
一
般
に
お
い
て
活
用
す

る
「
一
般
寄
附
」
と
、
寄
附
者
が
使
途

を
特
定
す
る「
指
定
寄
附
」が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会　

総
務
企
画
部

秋
田
市
旭
北
栄
町
１ ―

 

５

℡
０
１
８ ―

 

８
６
４ ―

 

２
７
１
１

◆
見
舞
金　
　

１
件　
　

１
０
０
，
０
０
０
円

秋田県ヤクルト連合会様からの寄附金贈呈式

　

大
相
撲
秋
田
場
所
実
行
委
員
会

様
か
ら
、
大
相
撲
招
待
券
５
６
０

枚
を
本
会
に
寄
贈
い
た
だ
き
、
本

会
の
会
員
施
設
（
老
人
・
障
害
・

児
童
施
設
）
48
ヵ
所
へ
招
待
券
を

配
分
い
た
し
ま
し
た
。

施
設
利
用
者
を
招
待

に

大相撲秋田場所実行委員会様からの招待券贈呈式

大
相
撲

秋
田
場
所
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運動期間　平成 26年 10月 1日（水）～ 12月 31日（水）

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
は
、
地
域

で
集
め
ら
れ
た
募
金
が
地
域
の
活
動
を

応
援
す
る
「
自
分
の
町
を
良
く
す
る
し

く
み
」
と
し
て
、
県
民
の
皆
様
に
支
え

ら
れ
、
今
年
で
68
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
募
金
は
、
市

町
村
社
会
福
祉
協
議
会
を
は
じ
め
、
お

住
ま
い
の
地
域
の
民
間
の
福
祉
活
動
に

活
用
さ
れ
る
ほ
か
、
県
内
の
福
祉
団
体

の
活
動
や
、
火
災
や
風
水
害
に
あ
わ
れ

た
世
帯
へ
の
見
舞
金
、
大
規
模
災
害
時

に
活
用
す
る
た
め
の
積
立
金
な
ど
、
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
築
い

て
い
く
た
め
の
資
金
と
し
て
、
有
効
に

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
助
成
計
画
に
伴
う
目
標
額
を

達
成
し
、
本
県
の
地
域
福
祉
を
更
に
推

進
す
る
た
め
、
全
県
一
体
と
な
り
運
動

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
、
よ
り
一
層
の
福
祉
の
充
実
が

　
　
　
　
　
図
れ
ま
す
よ
う
、
赤
い
羽

　
　
　
　
　
根
共
同
募
金
に
皆
様
の
御

　
　
　
　
　
支
援
、
御
協
力
を
お
願
い

　
　
　
　
　
申
し
上
げ
ま
す
。

今年度秋田県キャッチコピー

（にかほ市金浦中学校３年　笹森 美月さんの作品）

地域の輪
　つながる広がる 赤い羽根

〒
０
１
０
‐
０
９
２
２ 

秋
田
市
旭
北
栄
町
１
番
５
号

秋
田
県
社
会
福
祉
会
館
２
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
１
８
‐
８
６
４
‐
２
８
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
１
８
‐
８
９
５
‐
７
５
１
３

h
ttp

://w
w

w
.akaih

an
e-akita.o

r.jp
/

社
会
福
祉
法
人 

秋
田
県
共
同
募
金
会 助成計画の詳細については、本会ホームページをご覧ください。（左記または「赤い羽根

あきた」で検索）

あなたの町の社会福祉協議会の活動に…………

あなたの町の福祉団体やＮＰＯの活動に………

あなたの町で運動を進めるための経費に………

秋田県内の広域的・先駆的な福祉活動に………

災害時の緊急配分・災害準備金の積立に………

秋田県全体で運動を進めるための経費に………

46.7%
15.1%

7.1%
10.4%
4.4%

16.3%

【助成計画の概要】
平成26年度秋田県募金目標額206,951,000円
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